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年頭のご挨拶

成田　愛子

2007年3月･-ですo

新年明けましておめでとうございます｡

会員･ご家族お揃いで良いお年をお迎えの事とお喜び

申し上げます｡今年も難病連十勝支部がますます発展し

皆様の笑顔を見る事が出来ますようにお祈り致します｡

2006年を振り返ってみると､医療･福祉についてもあ

いかわらず厳しい状況が続いています｡こんな時こそ勇気

を持ち､声を出し､困っている事､悩んでいる事を仲間同

士が話し合い前向きに生きていきましょう｡

道東地区支部役員研修会に参加して

研修(1)情勢報告(2)健康食品サプリメント(3)各支部活動報告(4)DVD学習

2006年度研修会､厚岸･浜中支部2007年2月24日～25日

第1日日　②健康食品(サプリメント)について･･･o

講師　寺田　豊氏　スライドで説明です｡

サプリとは-健康食晶､栄養補助食品といわれているのが一般的である｡

現在健康食晶数多く出回っている｡最初の許可から6年以上経過し､その

間､健康被害が出てない食品で許可を取得している事が必要とされる｡全額

自己負担(薬品でないので保険の対象にはならない)自己責任あくまでも食

品である事､数が多くある事､その他いろいろ考えさせられる事がありまし

た｡
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第2日日　④研修DVI)学習｢自己支援することの意味を考える｣

北星学園大学社会福祉学部助教授　田中　耕一郎氏の講演が録画された

DVDを見ながら学習しましたo DVI)の内容は､

1.自立とは･- ｢自助｣と｢自律｣

2.当初の自立生活支援を正当化する論理-･ ｢補償｣と｢自助の創出｣

3.当初の自立生活支援の例- ｢傷療軍人｣と｢将来の自活に対する援助｣

4.正当化の論理に当てはまらない社会支援- ｢劣等処遇の原則｣

5.正当化論理-の抵抗･- ｢個人モデル｣と｢社会モデル｣

●　純会モデルに基づく自立支援を･- ｢個人の克服｣ではなく社会が｢生活のしづらさ｣を解決してほしい｡

7.社会モデルから考える労働-障害者自立支援法の問題点

となっていて､私たち患者にとっていろいろな問題が山積です0

(財)北海道難病連ではDVDを貸し出していますので､部会･支部等､見

ながら勉強して下さい｡

厚岸･浜中　支部長　田宮滋子様

事務局長　山田澄子様

役員一同､ボランティア様､お世話になりましたo

※余興-･フラダンス.腹話術

●　懇親会-カニ･牡蛎臥クイズ-㊨

楽しく過ごしました｡ありがとうございました｡

道東支部研修会参加　45名



2006年度　(財)北海道難病連

道東地区支部役員研修会終える
副支部長　　山根　隆

2月24日(土) ～25日(日)厚岸町に於いて､役員研修会が開催されま

した｡道東地区は､釧路支部､阿寒支部､根室支部､中標津支部､標茶･弟子屈支

部､厚岸･浜中支部､音更支部､十勝支部(山根､成田事務局長参加)の8支部
で構成され今年度は､厚岸･浜中支部が担当で行われ5 0名近くの参加者でし

た｡

役員研修会の｢目的｣は､財政構造改革など国の基本改革などの背景もあり
難病対策も抜本的見直しが進められております｡社会情勢の変化によって､弱
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と共に､側面からの支援によって厚労省を動かした事は難病連の運動を支える

ことの大切さを実感したところです｡これからも患者･家族として情輿にどの

ように対応していくかを研修するとともに､情報共有と交換を行い､より確か

な対策を確立して行くことを目的とします｡

研修会は､厚岸･浜中支部事務局長の山田澄子さんの司会で始まり､田宮滋

子支部長､北海道難病連専務理事､小田隆さんが挨拶されました｡来賓として

厚岸町長､若狭靖さんが福祉施策について報告と挨拶がなされ議事に入りまし
た｡

研修1 ､情勢報告､難病対策要絹､難病とは､難病対策の進め方､事業の種類､

特定対象疾病選定の4要素､難病対策の課題について説明がなされました.続
いて研修2､町立厚岸病院内科医長の寺田豊氏により｢健康食品(サプリメン

ト)について｣講演されました｡途中｢余興｣があり地元フラダンス同好会と

商工会婦人部によるフラダンスと佐田菊男さんの｢腹話術｣でリラックスして
から研修3､各支部の活動報告がなされ1日目の研修が終了しました0

夜の懇親会はでは海の幸が一杯(大きな毛がにが一人-パイ､名産の棚料●
理等)と各支部からのお土産やお酒で親睦交流をはかりました｡

2日目は研修4､ DVD学習｢自立を支援することの意味を考える｣小田専

務理事から9 0分話され､その後2 0 0 7年度行事予定を説明されましたo最

∴ ∴て-1=-:-:-:-=燕, ∴工芸,-_._

ン病友の会)より｢特定疾患公費負担縮小｣

提案を許さず｢現行どおり継続｣が出来た
その取り組みについて報告がなされ全ての
日程を終え道東地区支部役員研修会が成功

裏に終了いたしました0
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日本オストミー協会帯広支部(やすらぎの会)
新年交流会
副支部長　山根　隆

1月27日(土) 1 2時から､ワシントンホテルに於いて新年交流会が開

催されましたD司会に事務局長の坂本卓二さんにより進められ､帯広支部坂

本林子支部長から昨年の取り組み報告とご協力お礼と昨年1 0月3日｢道文

化財保護協会｣から会員でも有ります､小助川勝義さんが文化財保護功労賞

を受賞のお話と同会員でもあります斉藤伸弘さんが2 0 0 8年の北京パラ

● ､烏L:'.'.I.:上蓋Tf.'iliL-,3 1∴認霊鵠L喜,芸.:{●霊.:-L,.:FOIL.-,I:-Tq･.て,･..

パーキンソン病友の会の山根隆､難病連の成田愛子さ　やすらぎの会･新年交液の集い

んの紹介と挨拶がなされ､祝宴に入りました｡和やか

でもあり会場はお花で飾られるなか､藤間流･藤寿会

の｢祝舞｣が披蕗され､その後受賞された′ト助)IEさんか

らアイヌ語の披蕗がなされました｡またパラリンピッ

ク出場に向けて斉藤選手のお父さんの紹介と賛助会員

の挨拶がありその後は参加者による仮装カラオケがな

されとても楽しく交流が出来ましたo

難病連十勝支部とデジタル工房合同新年交流会

1月2 7日(土) 1 8時から帯広市内の焼き鳥居酒屋｢鳥幸｣に於いて合

同の新年交流会が開催されました｡昨年第3 3回難病患者･障害者と家族の

全道集会(十勝大会)を振り返り､辛かった事､楽しかった事を思い出しな

がら､またデジタル工房年末の年賀はがき印刷が目標の2万枚を達成した事

喜びとみんなが頑張った事を話しながら､盛り沢山の料理と(本当に食べき

れなくお持ち帰りしました)また飲み放題に参加者一同大満足でしたo

今年4月から変わるデジタル工房の問題や難病連十勝支部の活動につい

て話されながらも二次会-と流れてゆく人もあり大変楽しかったです｡今年

もご支援ご協力の程宜しくお願い致します｡
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パーキンソン病友の会帯広ブロック

新年会て楽しいね!
事務局長　山根　静子

2月4日(日)帯広ブロック新年交流会が十勝川温泉国際ホテル筒井において会

員･家族､来賓4 1名が参加して楽しく交流を行いました｡司会は､山根静子事務
局長で昨年の日帰り旅行､一泊旅行､全道集会参加と協力の御礼に続き､物故者-
の黙祷､新規加入者を紹介して新年会が始まりました｡

主催者を代表して､荻原副会長が挨拶されましたo特に昨年から今日まで取り組
まれた｢特定疾患公費負担縮小反対｣の取り組みについてご協力の御礼と｢継続｣
の喜びを共に分かち合いました､又1 7年ぶりに十勝で開催されました｢第3 3回

北海道断連全道集会｣の成功の御礼､~泊旅行ではアンコールで摩周湖近くの｢ピ●
ユア･フィールド風曜日｣の思い出が話されました.

来賓紹介では､ ｢特定疾患問題｣で大変ご協力頂きました､清水誠一道議会議員､
｢移動奥薬者-タクシーチケット｣の市との交渉にご協力頂きました､市原秀朗市

議､ ｢特定疾患間億｣でご協力頂きました､清水拓也市議の紹介と難病連十勝支部､
オストミー協会､坂本林子支部長からのメッセージを紹介し､玉川正雄会員の元気
の良い｢乾杯｣で祝宴に入りました｡

広い会場で美味しい料理に舌つつみしながら楽しいお喋りのなか山根隆副会長
から活動報告が行われました､特に｢特定疾患問題｣の取り組みについて話され｢患

者･家族｣の協力により7, 000筆を超える署名と77万円もの募金額の御礼と

北海道が全国の先頭に立って運動をリード出来た､また清水誠一道議のお力により

政権与党の中川秀直幹事長､中川昭一政務調査会長､石崎岳厚生労働部会長-要請

が出来思いもつかないご協力を得られたことが今回の｢継続｣

を勝ち取ったと報告があり晴水道護-の御礼を述べましたo
つづいて行事予定､御寄付の紹介がなされた後､恒例の｢ビ

ンゴゲーム｣を佐藤幸子さん清水秋子さん藤崎千津子さんの

各役員の協力で行いました｡景品は参加者が持ってきた品物

_丁:I:･ih･!:.: ･:I- I ･,:i A:+;.:.,:i:: ;∴一L:.'L:.:,;ii..; :∴ 1

の司会､荻原節子さんのコンビで次から次-と歌われ特に今回札幌から飛び入り参

加されました､鳥谷部廉さんの着物姿での登場は参加者から喝采の拍手を頂きまし

た｡また新規加入されました寺井さんから挨拶と歌等がありました｡最後は､塚本

忠夫さんの乾杯でしめて楽しい今年最初の行事が終了致し､その後｢の～んびりゆ
～つたり｣温泉につかりホテルの送迎バスにて帰りました｡

又宿泊組はその後､ボーリングや卓球とラドン温
泉､夜は1人｢毛蟹｣いっぱい付で声も出さずにも

くもくと食べ静かにお酒を飲みその後はカラオケと
お喋りで楽しみ二次会はスナックで思いっきり歌い
｢難病患者｣とは思えないほど楽しみ､素晴らしい

交流を行いました｡
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パーキンソン病友の会帯広ブロック

仲間の力が｢世論｣を｢政府｣を｢行政｣を動かし
｢公費負担継続｣を勝ち取る!

副会長　山根　隆

1 2月1 5日23時30分のNHKニュースに感動とあの喜びは忘れら

れない!それはパーキンソン病･潰癌性大腸炎の｢治療費補助継続｣を流し

たのです｡一瞬ヤッタ一､拍手と万歳と叫びましたo全国の仲間から電話が

入り｢テレビ見た!見た!｣やったね!みんなの力が｢熱意｣が国を動かし

た｡夜中の2時3 0分まで電話がしきりに入る｡興奮の相場である､こんな

に嬉しい事はめったに味わえない｡

早朝から又電話が入る｢新聞見た｣ !朝日新聞に大見出しで出ているo内

容は､治療費が公費負担の対象となっている難病のパーキンソン病と潰癌性
大腸炎について､厚生労働省の特定疾患懇談会が症状の軽い患者を対象外と

する提言した事に対し､自民党･公明党は1 5日､全対象患者の治療費の公

費負担を継続することなどを決議し､厚生労働省に申し入れたCこれを受け
て厚生労働省は方針を転換現在支援対象となっている患者全員を救済する

方向で検討に入ったと報道されました｡

昨年の8月9日厚生労働省の諮問機関である｢特定疾患対策懇談会｣から

縮小提案が発表されて以降､パーキンソン病友の会帯広ブロックは友の会北

海道支部と連携をはかり厚生労働省-抗議行動と抗議の署名行動を潰癌性
大腸炎､難病連十勝支部と連携をはかり行動を起してきました｡ 1 0月6日

北海道議会､ 1 0月1 6日帯広市議会に於いて｢意見書｣を全会派一致にて

可決成立､全国の都府県での議会決議と国会議員-の働きかけを行い､野党
だけではなく政権与党にまで｢藁をも掴む気持ち｣で要請行動を行って来ま

● NL芸oK発禁㌶諾雷雲冨
報道-とマスコミをも活用
して世論作り､運動は大きな
｢うねり｣となり難病患者の

訴えが時の政府をも動かし
たのです｡この自信を全ての
｢難病患者救済｣の一歩にな

るよう今後も運動を展開し
てゆく必要があります｡

今日までお世話になった

多くの方々に感謝を申し上
げ報告と致します｡
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御寄付戴きました!

エス･バレエスタヂオ

佐々木小百合　代表より

3月9日(金曜日) ｢エス･バレエスタヂオ｣代表であります佐々木小百

合さんが難病連十勝支部を訪れ､ 1 06, 1 50円のご寄付がありましたo

これは､ 3月4日(日)帯広市民文化ホールに於いて｢2007チャリティ

バレエコンサート｣を開催されました｡今回の入場料､広告料などの収益金

は(財)北海道難病連の活動の一助になれば　-

と話され､全額寄付させて戴きたいと直接難

病連十勝支部にご持参いただきました｡これ

まで開催されたチャリティバレエコンサー

トでは｢ユニセフ｣に寄贈されていましたが､

佐々木さんは｢難病連｣の事をインターネッ

トで知り､今回のはこびになった様です｡　L

十勝支部からは山根副支部長､成田事務局長､加藤運営委員が受け､エス･

バレエスタヂオ代表の佐々木小百合さんに深く感謝とお礼を申し上げまし

た｡ご寄付は(財)北海道難病連と折半して大切に使わせていただく事を報

告致しましたo難病患者への心優しい思いやり本当にありがとう御座いますo

最後に子供達の健全な育成とェス･バレエスタヂオの益々のご発展､佐々木

様のご健康とご活躍を祈念致します｡
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平成1 8年度部会活動報告

パーキンソン病友の会帯広ブロック

月日 �>�vR�人数 

04/08 �;倡浦Io�醜檄Ifｸ､9;�IV���yﾘ馼橙井Ig鋳�1名 

04/08 �4ｨ8�4�5�:�H橙�12名 

04/ll.12 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ986h�ｲ異�檠��ｙ8ﾈｹ��1名 

04/22 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

04/23 ��c(���9;偖x檍��ﾗ8効醜橙���ﾔﾂ��4名 

04/28 冲h,ﾈ檠;倡浦J(7X8ﾘ6(4陞�::(ﾏ�zﾈ檄2井Ig鋳�7名 

04/29 冲h,ﾈ檠;倡浦I�c#弌��ﾘ橙井Ig鋳�7名 

04/29 冲h,ﾉ�9;倡浦H皦ﾜ:(�9|8ﾗX�檄2井Ig鋳�7名 

05/13 �4ｨ8�4�5�:�H橙�12名 

05/13.14 冉ｸ､9;�>����.葦ｩ�ﾘ檄Iyﾘ馼檄IUﾘｶ8効醜橙�2名 

05/15 �>������迚YIo�醜橙�1名 

05/21 �>������迚YHｦy�Yo�醜橙��ﾘ橙��3名 

05/27 �4ｨ8�4�5�:�H橙�7名 

05/28 冲h,ﾈ檠��ﾔﾈ7X8ﾘ6(4��c�H���ﾘ橙�35名 

05/28 冲h,ﾈ檠��ﾔﾈ7X8ﾘ6(4�(�9|8ﾗX�檄2�47名 

06/06 ��9;偖x檍ｺh裴ﾔﾈﾙ���.��3名 

06/7.10 ��9;偖x檍ｺh裴ﾔﾈﾙ���.��1名 

06/09 �>������H尨ﾕ育浦Hﾘy:��醜橙�俔ｒ�1名 

06/10 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

06/16 儘ﾉOi]ｸﾉ(�I>��ｫ8�"ﾘ,ﾉ��k陞��X���1名 

06/16 ��9;偖x檄IgｹYI�X+�x.ﾘ+宙腦g鋳�1名 

06/17 ��9;偖x檄I�c8����ﾗ8効醜橙���ﾔﾂ��4名 

06/18 �>����;�8ﾈ迚YJH迚YI+x檍ｶ2袷ｩр��1名 

06/21.22 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V�th,ﾈ檠�c3����8ﾙ��X橙�8ﾈｹ竰�1名 

06/24 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

06/29 �>������迚YIo�醜橙�2名 

06/30 冲h,ﾈ檠fｸ､9;倡浦Io�醜橙井Ig鋳�1名 
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07/01 冉ｸ､9;�>����yﾘ馼橙井Ig鋳�1名 

07/08 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

07/09 冲h,ﾈ檠��ﾔﾈ7X8ﾘ6(4�?ｨｴ�.位H�9{xﾗ2��)¥ｨﾌ竰�40名 

07/22 �4ｨ8�4�5�:�H橙�12名 

08/05.06 ��c38��fｸ､9;�>�����9;偖x橙員ﾈ��X橙��30名 

08/27 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

09/04.05 ��8ﾙ�迚YI+x檍ｶ2�8ﾈｹ竰�1名 

09/09 �4ｨ8�4�5�:�H橙�17名 

09/10 �>����ﾘy:�8ﾈ4�8ﾈ�ｸ5h8x92夷H乏��11名 

09/23 ��c3���7X8ﾘ6(4陞�2井Ig鋳�2名 

09/25 �;亳8檍ｶ9+rﾙwi���6�+R井Ig鋳�4名 

09/29 ���(,ﾘ-ﾈ,�+y��ﾔﾊ3S(ﾘiJﾘﾗ2�12名 

10/01 櫨���8ﾙ�自�H･�:ｨ��kﾂ�:�ｭｹ���2名 

10/05.06 ���ﾔﾈ7X8ﾘ6(4闔ｩI�{xﾗ2栄��ﾌ竰�23名 

10/07 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名. 

10/09 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V��9|8ﾗX�檍腦g茶���kﾂ��4名 

10/16 ���ﾔﾈ�8ｶ8檠eI*竏�8ﾊ傚��(ﾈｒ�3名 

10/21 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15名 

10/28 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V��9|8ﾗX�檍ｿｩр��S�kﾂ��5名 

ll/ll �4ｨ8�4�5�:�H橙�13名 

ll/17 �;倡浦Io�醜橙井Ig鋳�1名 

ll/18 冉ｸ､9;�>�����c�S8��yﾘ馼橙井Ig鋳�1名 

ll/25 �4ｨ8�4�5�:�H橙�17名 

ll/25 ���ﾔﾈ7X8ﾘ6(4隕y�Yo�醜橙�17名 

12/09 �4ｨ8�4�5�:�H橙�15孝. 

12/10 ���(,ﾘ-ﾈ,�+y��ﾔﾊ3S8ﾘiJﾘﾗ2�8名 

01/27 �>������迚YJH6h5x5�8ｸﾔ影ｹ�iD陞��1名 

02/17.20 櫨��ｦy�Yo�醜檄Hｧx�橙�8ﾈｹ竰�1名 

02/24.25 �;�8ﾉ&霎io�醜ﾊH�8橙委ｨｭﾒ��1名 
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十勝地方腎友会

月日 �>�vR�人数 

4月30日 ��c#(��.葦ｩ�ﾘ橙�58名 

6月11日 偖ﾈ�:y�ﾘ郢�ﾙ:y�ﾘｫ8�)�I+(ﾛ�� 

6月25日 �7��ｸ4�588ｸ7I�X橙i�Yg(ﾏ�zﾈ橙�33名 

7月30日 儘ﾉ_�鑄扎鳧ﾇb�#俘b價ﾘｪ�� 

8月6日 �>�����9;偖x檠�I��H檍�9|8ﾗX�橙�119名 

9月26日 ��I/�ｹ�(ｦy�X･�:ｩ�H4ﾈ88987��ｸ92�29名 
(署名数172名､募金額5177円) 

10月29日 �+X*)��*�.��43名 
(大草原の小さな家-しい茸屋関根) 

11月5日 凩X鳬�ﾘ橙�35名 
(自立支援医療について市よりの説明会) 

国会請願署名.募金の活動 ��8檍蹴�

難病連､しめ飾りの販売活動 丿X郢�ﾒ�

1月21日 ��iD陞�7ｨ6X8ｸｷｸﾞｒ�20名 

後期高齢者医療制度-の要望ハガキ活動 倬ik�ｼr�

市､町､村独自の交通費の助成状況と 

介護保険改定後の患者の実態調査の実施 

道の通院交通費助成改悪に反対するハガキ活動 

三役会話5/12(8名)10/4(6名) ��

12/2(7名)3/13(6名) 

幹事会6/ll(22名)9/10(15名) ��

10/8(18名)12/10(21名) 

3/18 
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リウマチ部会

月日 �>�vR�人数 

4月15日 冩�醜檠�ﾘ檍��OX7H4�6�8��2名 

4月27日 冩�醜檠�ﾘ檍��OXﾌ)�ﾉ���2名 

4月29日 ��ﾘ檍咥+X扎ﾞﾈ.�,h*�+�7h8�5R�19名 

5月12日 冩�醜檍6ﾘ�ｸ5�8�986��2名 

5月13日 ��9;�>�����ﾘ檍腦g��1名 

5月28日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�16名 

5月31日 冩�醜檍咥+X扎ﾝ驅�y?ﾉ�扞.��2名 

6月2日 佰�zﾈ檍咥+X扎ﾞﾈ.�,h*�+�7h8�5R�9名 

6月17日 倡浦Hｦy�X檍ｶ8腦g��1名 

6月18日 倡浦I�ﾘ橙闔9|8ﾗX�檍腦g��1名 

6月25日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�12名 

7月23日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�16名 

8月5日 冩�醜檠Zｨ怦檠�Xﾘx.ﾘ+�6ﾘ�ｸ5�8�986��7人 

8月5日 ��9;偖x檍8ﾈ5ｨ7h5h8x986ﾘ�ｸ5�8�986��13名 

8月6日 ��9;偖x檠Zｨ怦橙��9�ﾈ橙�19名 
とかちプラザ.市民文化ホール 

8月27日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�18名 

9月24日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�12名 

10月4日 冩�醜檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�2名 

10月22日 佰�zﾈ檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�12名 

11月17日 冩�醜檠fｸ､9;�7ｨ6X8ｲ�2名 

12月2日 册僖陞��9|8ﾏ�zﾈ6ﾘ�ｸ5�8�986��14名 

1月28日 佰�zﾈ檍6ﾘ�ｸ5�8�986��15名 

2月24日 佰�zﾈ檍6ﾘ�ｸ5�8�986��15名 

3月15日 冩�醜橙�2名 

3月25日 佰�zﾈ橙� 
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月日 �>�vR���ﾉ�B�

4月12日 ��ﾘ橙��ﾉ��ﾔﾈ5(7�5ｨ92����9kﾂ�

5月16日 �X��櫞.ｈ�8��･�Y�8攣�ﾃH9h����9kﾂ�

7月16日 ��Yg(橙�:饂��H.(*ｹ?r��鼎Ykﾂ�

8月5.6日 �>�����9;偖x橙�田�kﾂ�
(とかちプラザ､文化ホール) 

10月11日 俑y�(橙咽�ｧy��,�,(*(,B亶ｸﾞ�7ｨ6X8ｲ���Ykﾂ�

11月19日 亶駝ﾘｷ霍ﾙd�ﾗX�橙�,h*�+�7h8�5R����ykﾂ�

12月17日 �4�8ｨ5�7ﾘ5��尨ﾕ浦�85ｨ985��ｲ��塔9kﾂ�

1月4日 �ｩI�{xﾗ2畏(ﾕｩ�h*�.r倚�H7ｨ6X8ｲ���ikﾂ�

2月11日 �7ｸ�ｸ8ｨ984��X橙�5�5�8�987ｸ4X8ｲ���3洩ﾂ�

延べ人数 
･ふるさと花コン花壇作り5/20 �29名 

･すこやか農園5/14.9/3(帯広農業高校) �83名 

･乗馬療育(5月～10月) �116名 

オビヒロホースライディング 

･リトミック(就学前の子対象) �59名 

音楽教室アレグレット 

(年間通して)第4土曜日 

･機関誌｢あおぞら｣年間6回発行 

･役員会(毎月1回程度) 

勝原病友の会

月日 �>�vR�人数 

5月12日 佰�zﾈ檍4ｸ�ｸ6h985�7ｨ6X8ｲ�5名 

8月6日 ��9;偖x橙靠�zﾈ橙� 

11月20日 佰�zﾈ檍ﾟ�H7ｨ6X8ｲ�2名 

2月15日 佰�zﾈ檍��7(�ｸ8ｲ�5名 
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後縦靭帯骨化症友の会

月日 �>�vR�人数 

4月23日 冏ｹYIo�醜橙�1名 

6月10日 �.葦ｩ�ﾘ橙�5名 

6月17日 冉ｸ宰;�>�����9;偖x檍ﾋｹ&韲�ﾗ8効醜橙�2名 

6月18日 �俔育浦H,ﾊ(*�Hﾊ��8,伜����2名 

7月10日 兀H檍迚YH,ﾈ檠_�Jﾘﾗ2� 

7月22日 冉ｸ､9;�>�����9;偖x檍ﾋｹ&韲�ﾗ8効醜橙�2名 

7月23日 �)Y�8-ﾈ,(.�陋俔�8,伜����1名 

7月30日 �?ｨｴ�.委�zﾈ橙�(ｪhﾌ餃ｒ�6名 

8月6日 ��c38��fｸ､9;�>�����9;偖x橙饂ｨ怦橙�70名 
(大矢整形外科医による医療講演会) 

9月26日 泌����ﾈ,x/�*�.�,ﾈ徂ｺI:�ﾈｼh�yﾘ馼橙�1名 

12月3日 �俔育浦H,ﾊ(4�8ｨ5�7ﾘ5��8,伜����2名 

2月24.25日 �>����;�8ﾉ&霎h迚YIo�醜ﾊH�8橙委ｨｭﾙ*ﾂ��1名 

3月18日 �俔育浦H,ﾊ(ｬ��8,伜���uﾉ.ｈ���ﾈ孳�"��

二分脊椎症

月日 �>�vR�人数 

6月24日 ��)D餾Hﾏ�zﾈ檍�����2名 

7月29日 處8支4ﾈ88987h�����2名 

30日 

8月5日 冉ｸ､9;�>�����9;偖x檍�����5名 

6日 

10月1日 櫨��ﾙ�檠��飲�kﾂ�2名 

3月31日 �.葦ｩ�ﾘ橙井Ig鋳�2名 
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北海道脊髄小脳変性症友の会とかち連絡会

月日 �>�vR�

5月21.22日 冉ｸ､9;��)��揵Eﾙ¥��ｸ�th,ﾈ檍,h*�+��xﾘ檠�ﾘ橙�

5月21日 佰ｸﾖ�5�4�ﾗX�檠fｹ6ﾉV����

6月20日 ��(抦,ﾉ�9;偖x檍��OR��X+�x.ﾘ+��

7月7日 冉ｸ､9;��)��揵Eﾙ¥��ｸ�檍ｶ2��9;偖x檠�X+�x.ﾘ+鋳�

7月28日 ��(抦,ﾉ�9;偖x檍��OR��X+�x.ﾘ+��

8月5.6日 偖ﾈ��9;偖x橙�

10月1日 仭ｩч�)��揵Eﾙ¥��ｸ�ﾗX�橙�
(脊髄小脳変性症リ-ビリ実技講座) 

10月5日 佰�zﾈ橙�;�h檠V���檍ｶ8���

11月9日 冉ｸ､9;��)��揵Eﾙ¥��ｸ�檍ｶ2�

2月8日 冉ｸ､9;��)��揵Eﾙ¥��ｸ�檍ｶ2�

3月9日 冉ｸ､9;��)��揵Eﾙ¥��ｸ�檍ｶ2�

プラタナスの会

月日 �>�vR�人数 

8月5日 ��9;偖x檍�����2名 

6日 梯��2名 

I BD部会

月日 �>�vR�人数 

10月8日 ��ﾘ檍,hﾏ�zﾈ檍4�8ｨ�ｸ987h8�5R�10名 
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事　務　局　だ　よ　り

2006年度(18年)活動報告

役　員　会

月日 俎8駟kﾂ�会場 伜����B�

4月23日 ��c38���9;偖x檍��ﾗ8効醜橙�グリーン �3ikﾂ�

十勝大会準備 �7h8�5R�

5月13日 14日 宙ﾞ�冉ｸ､9;�>�����ﾘ橙�難病連 (本部) �9kﾂ�

5月15日 倡浦Io�醜橙�支部事務所 ���kﾂ�

5月21日 偖ﾈ�迚YHｦy�Yo�醜橙�とかちプラザ ��洩ﾂ�

6月16日 ��c���o�醜橙�支部事務所 等kﾂ�

6月17日 ��c38���9;偖x檍��ﾗ8効醜橙�帯広市保健 �3)kﾂ�

十勝大会準備 兀�85ｨ985��ｲ�

6月29日 ��c(��o�醜橙�支部事務所 悼kﾂ�

7月14日 ��c8��o�醜橙�支部事務所 土kﾂ�

7月22日 ��c38���9;偖x檍��ﾗ8効醜橙�十勝支庁 �#Ykﾂ�

十勝大会準備ボランティア講習 �8､ｸﾗY;��

8月9日 ��cH��o�醜橙�支部事務所 ��)kﾂ�

9月1日 ��c38���9;偖x檍��ﾗ8効醜橙�ホテノレ �#洩ﾂ�

最終実行委員会交流会 �6ﾘ�ｸ5�8�986��

9月7日 ��cX��o�醜橙�支部事務所 土kﾂ�

11月28日 ��ch��o�醜橙�支部事務所 妬kﾂ�

2月13日 ��cx��o�醜橙�支部事務所 土kﾂ�

3月29日 ��c亜�o�醜橙�支部事務所 ��
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諸活動･講演会･研修会･その他

月日 俎8駟kﾂ�会場 伜����B�

5月21日 偖ﾈ�迚YHｹh�檄(齪益f胃�,�,(*(,J2�とかちプラザ ��9kﾂ�

5月28日 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V��9|8ﾗX�檄(ﾋ靜ｩ|9d�2�とかちプラザ ��kﾂ�

5月28日 29日 櫨���ﾘ檍ﾙ�檠��8ﾗ9:�8ﾈｹ��友愛会館 蔑見会館 �)kﾂ�

6月9日 �俔育浦H,hﾏ�zﾂ�木野コミセン 的kﾂ�

8月5日 ��c38���9;偖x檠Zｨ怦橙�帯広文化ホール �>r�

6日 凾ﾆかちプラザ 道新ホール 福祉会館 ������kﾂ�

9月5日 乂y�hﾊH�9��ﾔﾈﾘ)9豫Xﾎﾈｧx��ｧy�ix引｢�十勝支部 添kﾂ�

9月10日 俘y:�8ﾈ4�8ﾈ�ｸ5h8x98�ｦ鞏R�御影.竹中農場 �#�kﾂ�

9月13日 乂y�hﾊH�9��ﾔﾈﾘ)9豫Xﾎﾈｧx��ｧy�ix引｢�十勝支部 添kﾂ�

10月1日 櫨��ﾙ�檠��飲�kﾂ�藤丸前 ���kﾂ�

11月～ �*��8ﾈ��ﾈ.鵜ﾉHH竧.��x-ﾒ� ��

1月27日 �4�5�6x7��ｹYH檠�iD靠�zﾈ橙�ホテル ノースランド ��

1月27日 偖ﾈ�迚YB�6h5x5�8ｸﾔ影ｸﾘy:��iD陞��鳥幸 ��ikﾂ�

2月4日 �7��ｸ4ﾈ985ﾈ99V��iD靠�zﾈ橙�ホテル筒井 ��

2月24日 �;�8ﾉ&霎io�醜ﾊH�8橙�五味ホテル �)kﾂ�

25日 宙ﾏｨｭﾒ餬ﾉ(h迚YB��

機関誌･募金箱

月日 俎8駟kﾂ�会場 

18年3月10日 亢�ｭiY價ﾘﾗ2��CR偖ﾈ�迚YB���S�YB�デジタル工房 

18年9月10日 亢�ｭh顋Jﾘﾗ2��Cb偖ﾈ�迚YB�����YB�デジタル工房 

18年8月.19年2月 竸Xｾ�J����� 
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(財)北海道難病連十勝支部･デジタル工房　拡大役員会のお知らせ

日　時　　2007年　6月　3日(日曜日)

9 : 30.-　受付

10:00-　拡大役員会

場　所　　帯広市グリーンプラザ　A会議室

帯広市公園東町3丁目9番地1

電　話　　0155-27-2325

●　十勝支部の運営を決める大事な総会ですo多数のご参加をお待ちしていま

す｡ 5月20日までにご連絡ください｡

連絡先: (財)難病連十勝支部事務所

火曜日～土曜日　　　10:00-17:00

電話(0155) 23-6602　FAX (0155) 23-7071

●

募金箱　設置

ワインプラザカワイ･軸瑚≡屋かぜ･ワイン城レストラン･モミの木

ダイイチ西8粂店･中村洋品店･ (財)難病連十勝支部事務所

寄　付

エス　バレエスタヂオ様

募金箱､寄付ご協力ありがとうございました
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デジタル工房からのお知らせ

年賀印刷目標達成

今年の冬は例年より暖かく雪も少なかったようで過ごし易かったですね｡

会員の皆様如何お過ごしですか?

っいこの間､新年を迎えたと思っていたら､あっと言う間に二ヶ月も過ぎ

てしまいました｡デジタル工房も職員一同気持ちも新たに頑張っておりますD

昨年の報告になりますが､年賀はがき印刷注文が皆様のご協力により目標

枚数を達成し嬉しい限りです0 -昨年初めて印刷枚数が2万枚超えたのです

が､最近はご家庭でもパソコンを使って自分で作成される方が増えているの

で､ 2万枚超えることを目標に取り組みました｡昨年は職員のメンバーが替●

わり､いままでとは違ったイメージのデザインがあったり､受講生の方にも

デザインを考えてもらったりと見本帳作りにも力が入りました｡新聞記事に

載せていただいたことも効力を発して新規注文の方も多く､また毎年注文し

てくださる方も定着してきて最終的には209件･22, 050枚の実績と

なりました｡

ご注文いただいた皆様に感謝の気持ちで一杯です｡本当にありがとうござ

いました｡この実鱗に満足することなく､今後もなお一層の努力をしていか

なければならないと肝に銘じております｡今後とも何卒宜しくお願い致しま

す｡

デジタル工房では簡易印刷･名刺･はがき･ポスター･部会の機関誌等の

印刷も承っております｡その他印刷に関するご相談に応じますのでお気軽に

お問い合わせ下さい｡

新規受講生募集中! I

デジタル工房では､ただいま新規受講生を募集しております｡

｢パソコンなんて触った事がない｣という方､ ｢パソコンをもっと使いこな

したい｣という方｢ここが解らない!｣という方お気軽にお越し下さい｡

受講なさりたい方は

0155-23-6699　まで

随時受付中です｡完全予約制となっておりますので､まずはお電話お待ち

しております｡
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デジタル工房との出会い

私には何度か大きな節目と挫折があったo大好きだった警察官になるため

法政大学の法学部に入り､かつ小さい時からやっていた柔道に磨きをかける
ため､体育会柔道部の合宿所に籍をおき､毎日稽古に励んだ｡人生で一番気

力が充実していたと思うo

思いもよらぬ親父の大病(胃癌で胃の全摘長期入院)のため中途退学､酒
屋の跡を継ぐ｡例によって放蕩の限りを尽くして昭和39年今の妻と見合い

結婚､以後更正し真面目に働くも55歳の時に透析､一種一級の身障者とな
り二度目の挫折を味わう｡

また荒んだ無頼の生活をおくるも,平成13年ひよんな事から当デジタル

● !十十告∴∴二L･'Jl:L.i lir.ど.-:,::'..{f.::J:.:!..!言l::I-_::I:二..､. ‥ ､.

コンに出会え､元支部長の山崎さん､加藤健爾さん､故西原さんそして現ス

タッフの皆様には心より感謝しております｡

最近なんとか宝くじに当たらないかと願っております｡ 2,000万円ぐらい

寄付し､ IT機器を充実し､障害者用トイレを設置し､大きくゆったりとし

た長いすを置き､事務所を大きく給麓にし､職員の皆様が働きやすい｢なん

れん事務所､デジタル工房｣にしたいものと真剣に夢見ておりますo

平成19年2月27日

デジタル工房受講生　平原秀樹

●

2月より､ P検対策でお世話になっております｡

こちらでは､障害者手帳を所有されている方は無料で

講習が受けられるということで最初は半信半疑で伺った

わけですが､気さくで親切な講師の方や､周りのアット

ホームな雰囲気にすっかり不安も無くなりましたo

試験テキスト以外にも､普段から疑問に思っているこ

となどいろいろ教えていただけるので､とてもプラスに

なります｡

これからも､目標達成に向けて

呼静
がんばりますので､どうぞ､よろ

しくお願い致します｡　小原美知代
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し､了一･･_:;.～ ､ J

tケ　もうすぐここに通いはじめてから4年目に突入しようとしていますo僕が
この3年間で取得しましたパソコンに関する資格はパソコン検定4級･ 3

級･準2級と初級シスアドの4つです｡通いはじめた頃はキーボードを見な
::･r

し/:I; Li･ :: ‥:. tiJ :;L'㍉詰′'言';t誌誌崇LL_I::::T::t: :.=.:I::≡.7', I;"/'L:),'~

主に勉強しています｡僕がパソコンの勉強で1番大事にしていることは｢継

続｣です｡僕は目の病気をしているため1日1時間くらいしか通っていませ

!三･ごJ'-:誓;:_≡_F篭蒜三'I L∴器昔.三号'L 'L1-7_.'t,.I;!i:J至:-T:I,i･1-: ''

生方のご指導のおかげです｡これからも先生方のご指導を大切にし､一生懸

命がんばっていこうと思っていますo

松平貴弘′

(J)葛j,:亘り

私が難病連支援センターでパソコンを教えて頂くように

なって､もうすぐ1年がたとうとしています｡最初は【私に

パソコンなんて出来るだろうか】と､とても不安でしたが､

先生達に､根気よく教えて頂きました｡ワードやエクセル､

やってみると【こんなに便利なんだ】と感心する事しきり､感

心ばかりしてないで覚えなきやって感じでしたが､

いつも驚きの連続でした｡今は毎月葉書でお便りを作った

り､エクセルで表計算や家計簿を付けたりしています｡最近

ま不安も消え､楽しく出来るようになっ

とても嬉しいです

れからも､勉強を続けて習った事

かしたいと思います

参内　裕子
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7つのスローガン
☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いでください〝

☆全ての莫臣病の治療を公費負担にして下さい!./

☆介護手当ての支給と通院交通費､付添費の補助を〝

☆患者､障害児者の教育の選択権を親と子に〝

☆医療過誤､薬害を無くし被害者救済を〝

☆北海道の総合的な難病対策の確立を一日も早く〝

☆広く道民と手を結び明るい福祉社会を実現させよう〝

l参
財団法人-北海道

難病連

r1-1NPO法人　尚之基金｢ビリーフ｣
ヒ障害者(児) ･老人及び更正施設等の福祉を

T増進しようとする団体個人への活動支援､
:居宅支援･居宅介護支援サービス等の事業
‡を行う｡.i 1.指定居宅介護支援事業所

ト2.指定訪問介護事業所
亡3.指定支援費居宅介護事業所

みみず<の会

【尚之基金｢ビリープ｣事務局】帯広市西16条南6丁目11番9号
電話:0155-41-0121 FAX:0155-41-0124　休日等転送電話:090-1647-0547

HSKなんれんとかち47.- 
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